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Chapter. 1

About HealthHub



医療データ交換の新しい標準、HealthHub 4

“HealthHubは、グローバルな医療分野におけるデジタルイノベーションをリードし、
医療従事者と患者の双方に、より良いヘルスケア体験を提供します。”

社名

株式会社HealthHub

設立日

2012年 2月 17
日

従業員数
(2025年 6月 基準)

64名 
(R&D 36名) 

主要事業分野

医療機器
ソフトウェア
開発および供給

資本金

75億ウォン

事業場

本社 & 研究所
(ソウル マポ区)

アメリカ法人
(New Jersey)

インドネシア法人
(Jakarta)

オーストラリア法人
(Sydney)

認証取得

32 技術特許 19 技術出願 13 認証書 3 国際特許 PCT

Global Quantum Jump! 

Strong!

Speed!

Smart!



主要実績指標および協力機関 5

60%

1,000
+

300万

件

30 億件 200+

韓国内遠隔読影の

マーケットシェア
クライアント

病院数

年間読影件数 累積読影件数
プラットフォーム内の

読影医数

2025.06. 

10年以上蓄積されたデータや信頼、成果

主要協力機関

HIPTEK



需要に応じるプラットフォームのグローバル展開 6

国々の医療環境に合わせた柔軟性・拡張性を持つSaaS仕組み

インドネシア合併企業

フィリピン

オーストラリア
法人

日本

ぺとナム

韓国本社

アメリカ法人

ベネズエラ

カザフスタン

インド

サウジアラビア

UAE



Chapter. 2

HealthHubのHIE
医療情報交換
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セキュリティ対策と

安全性に配慮した

院内向け医療画像ビュアー

Web-based On-Premises PACS



HPACS On-Premises : On-Premises 医療画像 PACSソリューション 9

院内の医療画像データを

完璧に制御するソリューション

病院インフラ内で医療画像データを完全に制御・管理できるよう設計された

「HPACS On-Premises」は、高度な統合機能によってデータセキュリティを

最大化し、厳格な地域規制の順守および既存システムとの完全な統合を

保証する、機関主導型ソリューションです。

Web-based On-Premises PACS



HPACS On-Premises : 医用画像ワークフローを最適化する統合型PACS 10

機関独自のサーバー／インフラ環境で医用画像データを厳格に運用

On-Premises

医者

ローカルサーバー

HealthHub Platform

Radiology Moduleとの
互換性および連携保障

医療画像/
データ/レポート

医療画像機器

読影医

医療画像/
データ/レポート
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Cloud-based SaaS PACS

Global Cloud-based SaaS 

医療画像ビュアー



遠隔読影に最適化した

モジュール型All-In-Oneソリューション



HTeleRad : 遠隔読影 All-in-One 統合プラットフォーム 13

検査依頼から読影、精算まで

ワンストップ統合管理できる専門プラットフォーム

HTeleRadは、検査依頼から読影、精算までワンストップで統合管理を

提供する専門ソリューションです。

10年以上の経験と、グローバルで1,300以上の医療機関への導入実績に

より、その性能と安定性が証明されています。読影医および読影医の

業務最適化と読影品質の向上に貢献します。

HRPM

Radiologist Portal

Hospital Portal

MODULES



日本の遠隔読影の現場が抱いている大きな負担 14

1. 医療データの交換が手作業で行われる

2. 読影の割り当てが手作業で行われる

3. 清算・タスク管理が手作業で行われる

コーディネーターへの依存度が高い

物理的・時間的・経済的な負担の軽減

デジタルトランスフォーメーション

As-is

1. 医療データの交換が自動的に行われる

2. 読影の割り当ての６割以上は自動化で

専門分野・日程に合わせ行われる

3. 清算・タスクのステータスが一目でわかる

遠隔読影の全サイクルを最適化

To-be



HTeleRad : 遠隔読影のワークフローを改善する最適化プラットフォーム 15

医療機関・読影医・遠隔読影センターの間のリアルタイム協業

遠隔読影センター

コーディネーター 依頼元の病院

読影医

HRPM 

Radiologist Portal

Hospital Portal

遠隔読影センター用

読影医用

依頼病院用



HTeleRad : Workstation 特徴 16

遠隔読影に特化した直感的なユーザーインタフェース

• 統合ダッシュボード

• スマートフィルターおよびサーチ機能

• リアルタイムステータスモニタリング

• 読影ケースの詳細情報の確認

• 応急読影

• タスクショートカット機能

• 多国語のオプション提供



HTeleRad : 特徴 17

高度化された技術ベースの遠隔読影に特化したソリューション

リアルタイムモニタリングレ

ポートのアップデート

モジュール型の

単一プラットフォーム

専門分野ベース

スマート割り当て

ダッシュボードにて

主要指標を確認

リアルタイム

協業
優れたアクセス性

All-In-One 

ソリューション

Smart 

Assignment

一目でわかる

ダッシュボード

コーディネーターの

業務の最小化

ワークフローの

全サイクルの自動化

時間・場所に関係なく

アクセス可能
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オンラインで患者の医療画像

発行ソリューション



HScan : モバイルの医療画像の共有ソリューション 19

オンラインで簡単に

患者中心の医療画像データ

発行・管理プラットフォーム

HScanを使えば、どなたでも医用画像をオンラインで簡単にリクエストし、

閲覧できます。

患者と医療従事者の間でやり取りされる医療画像や健康情報は、

HScanを通じて安全に保存され、効率よく共有・管理されます。



HScan : 患者・病院をつなぐスマートの連携 20

患者・医療機関をつなぐ医療画像共有ソリューション

PACS / EMR

医療画像の発行の承認

医療画像の登録承認

HGate

モバイルウェブ

医療画像の閲覧リクエスト

医療画像の登録リクエスト

医療画像の閲覧

医療画像の登録確認

ウェブサイト

医療画像の閲覧リクエスト

医療画像の登録リクエスト

患者の医療画像の閲覧リクエスト

医療画像の登録リクエスト

医療画像の閲覧

医療画像の登録確認

Hscanで

医療画像共有 

医者

病院患者



現行のシステム : 未だにCD発行システムの非効率性 21

病院・患者全員が不便なCD/DVD発行システム

不安定なセキュリティ対策・政策のリスク

▪ 個人情報の漏れの可能性

▪ データ紛失または破壊のおそれ

▪ CD/DVDの在庫管理・保管費用、管理費用

▪ ESG 経営に反する大量の廃プラスチック類の発生

協業・診療連携の制約

▪ 他病院のデータ発行手続きによる遠隔読影の遅延

▪ 医療機関同士の情報連携の限界

▪ 再診および次回の診療時の資料不足

複雑尚且つ非効率的な画像交換

▪ 検査後CDの受け取りまでの待機時間

▪ ソフトの間の互換性不足およびCDコピーの失敗のおそれ

▪ 画像 Matching および確認作業の繰り返し

▪ 画像発行の直後マニュアルで登録および処理必要

医療現場の業務負担

▪ 医務室および人力の業務負担

▪ 手作業の手続きに伴う負担増加

▪ 画像登録の遅延による診療の影響

▪ 待機時間の増加による患者の不満



政策との整合性 22

たとえば・・・

は、国の方針や現場ニーズにしっかり対応したソリューションです

医療画像

※PHR連携の例です

•国民の健康データの安全かつ効率的な管理

•医療機関間の情報連携および診療の継続性強化

•デジタルヘルスケアの標準化と発行の手続きの効率化



環境および社会への影響 23

プラスチック(CD/DVD) 使用の削減

SDGs（持続可能な開発目標）への貢献

環境にやさしいデジタルヘルスケアの基盤整備



Chapter. 3

Pilot Project：Smart Eye



Hscanによる患者中心のDXプラットフォーム 25

Smart Eyeの概要

様々な

フォーマットのデータ

Smart Eye

&

OCR＆コンバート

電子カルテ化と同時に

元データをイメージでアーカイブ

患者が自分で管理



Hscanによる患者中心のDXプラットフォーム 26

Use Case
転院

？

非標準プロトコル

EMRデータ

• 既存EMRに必要な部分のみ手入力

• 残りの紙データは捨てる

• 診療の参考にするには手間がかかる

転院

スムーズに連携

標準プロトコル

EMRデータ

• 既存EMRに統合されるデータ

• 残りの紙データはアーカイブでいつでも見れる

• 診療の参考にするには【検索】ができる



パイロットプロジェクトの実例 27

紹介状からお薬手帳まで、Smart Eyeで医療情報の文字化＆電子カルテ化ができる



HScanおよびSmart Eyeのシナジー 28

HscanとSmart Eyeを導入することで・・・

医療データの

管理＆共有

医療画像・カルテなどのデータが紙、CD、個別EMRに分散

患者 医療従事者 機関間データ交換の業務負担が大きい

CD/DVDの紛失・破損・再診断など患者の苦労発生

医療画像・各種データがプラットフォームで安全に共有される

Web・モバイル環境で誰でも簡単に、効率よくデータ交換

CD/DVDなしで直接医療データ管理、接近性が大幅に向上

業務の効率性
CD/DVDの制作・保管に業務の負担やコスト発生

手入力やアナログ資料による長い所要時間

クラウドベースでコスト軽減

OCRおよび電子カルテ化により手入力を最小限に抑える

データの標準化
医療機関のデータフォーマットが併用される状況

政府の政策および個人情報の規制の対応に限界

DICOM・HL7など標準フォーマットに変換・管理

政策と連携し、個人情報の規制に迅速に対応可能

ESG
CD/DVDの物理メディアの使用

プラスチック・紙のごみ発生

デジタルトランスフォーメーションによる資源節約

エコフレンドリーでESG経営の実現、社会的責任強化

AS IS TO BE

患者にも医療従事者にも「シームレスな医療の連続性」で応えられる環境づくり



Smart Eyeの技術的長所 29

スムーズなシステム連携
● レガシーシステムとの統合は不要
● 紙ベース・デジタル両方の既存患者データを活用可能

迅速なシステム導入
● 既存のプラットフォームやソリューション（HealthHub HIEプラットフォーム、PACS、PHR）を活用
● 追加開発は最小限

幅広い適用事例
● 患者自身による管理が可能
● 医療機関・医療従事者間での情報共有と連携診療を実現

柔軟な拡張性
● プラットフォーム中心の多様な用途への拡張が可能
● クラウドベースシステムで、最小限の導入でスケーラビリティを実現

幅広いユースケースへの対応
● 患者自身がデータを管理
● 医療機関・医療従事者間の情報共有と協働診療をサポート

01

02

03

04

05



Smart Eyeの精度 30

サンプルの種類

ID サンプル名 トータル
ページ数

S1 紹介状 3

S2 おくすり手帳 4

S3-1 検体検査結果 4

S3-2 生理検査結果 7

S4 健康診断記録 18

合計 36

正確性: 約79.45%

項目 フィールド数 正確性

合計フィールド 216

除外フィールド 70

正確なフィールド 116

不正確なフィールド 30

正確性 79.45%

実際のテスト結果

最低正確度 79.45%

プリントサンプル

プリントサンプル

WORSTBEST

▪ 不明確な角度、薄暗い照明▪ システム化されたデータ

100%

https://docs.google.com/presentation/d/14A31wgNPOv1cUqyP4aZlY2ZgSlg4KR9YojgK7Gy2reA/edit?slide=id.g3425de2611b_0_176#slide=id.g3425de2611b_0_176
https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1X1eX8zsahB1YTKacm6p_V6xWdKA4xvr4
https://drive.google.com/drive/u/1/folders/1X1eX8zsahB1YTKacm6p_V6xWdKA4xvr4


Smart Eyeの技術的長所 31

実際の
ユースケースの設定

実ユースケースを用いたパイロットプロジェクトの選定

要望の収集および分析

データ抽出の
アルゴリズム改善

サンプルの
追加収集



次のステップ 32

PHASE 1 PHASE 2

1~2ヶ所の医療機関にて
パイロットプロジェクトを推進 

実際の候補機関に対し
パイロット導入を提案・実施

検証完了

適用可能性の
確認

Smart Eyeの適応可能性の確認およびAIの性能向上のため

医療現場への導入のために



計画（案） 33

フェーズ タスク 機関 タイムライン 詳細内容

パイロット
プロジェクト

調査・データ収集 2週間
• 実際の環境・要件の分析

• NDA下での実データ収集

AIチューニングによる
精度向上

3週間
• 収集した実データから学習データを設定

• Smart Eye AIのファインチューニング

導入・検証 4週間

• HHプラットフォームの導入

• 顧客施設へのSmart Eye設置

• Smart Eyeとプラットフォームの検証

• フィードバック取得・実運用への適用計画策定

フェーズ ステップ 詳細内容

ロールアウト
プラン

ロールアウト計画の策定
• 適用候補機関のリストアップと現場調査

• スケジュールの設定

プラットフォーム準備
• プラットフォームの確認と機関アカウント設定

• Smart Eyeの機関へのインストール

トレーニング・試験運用
• ユーザートレーニング

• 試験運用による実現可能性の確認

機能アップグレード・再設定

• フィードバック・要件に合わせた機能アップグレード

• ユーザー再トレーニング

• 本番稼働スケジュール設定

本番稼働（ローンチ） • ワークフローや取引のモニタリング

P
H

A
S
E
 1

P
H

A
S
E
 2



ご清聴ありがとうございました

HealthHub Co., Ltd. 

• Web : healthhub.kr

• Email : gbd@healthhub.kr

• Address : 14F, 20, Mapo-daero, Mapo-gu, Seoul, Republic of Korea

• Tel : +82) 02-511-3601  
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